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◇  

３
・
11
後
、
初
の
全
国
集
会
の
開
催

　

自
治
労
・
自
治
研
中
央
推
進
委
員
会
は
、
二
〇
一
二
年

一
〇
月
一
九
日
～
二
一
日
の
三
日
に
わ
た
る
日
程
で
、

兵
庫
県
神
戸
市
に
お
い
て
、「
第
三
四
回
地
方
自
治
研
究

全
国
集
会
」（
略
称
「
兵
庫
自
治
研
」）
を
開
催
し
た
。

二
〇
一
〇
年
一
一
月
上
旬
開
催
の
第
三
三
回
集
会
「
愛
知

自
治
研
」
以
来
、
約
二
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
る
。

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
後
に
お
い
て
は
初
と
な
る
今
次

集
会
の
開
催
地
は
、
奇
し
く
も
、
一
七
年
前
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
（
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
）
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
そ
の
後
復
興
を
果
た
し
て
き
た
地
域
の
一
つ
兵

庫
県
神
戸
市
と
な
っ
た
。
兵
庫
県
で
の
同
全
国
集
会
開
催

は
初
め
て
。
会
場
は
、
神
戸
湾
内
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

立
地
す
る
神
戸
国
際
展
示
場（
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
）

を
メ
イ
ン
に
、
そ
の
近
隣
の
諸
施
設
が
使
用
さ
れ
た
。
集

会
に
は
全
国
か
ら
約
二
一
〇
〇
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

一
日
目
・
全
体
集
会
、
二
日
目
・
分
科
会
、
三
日
目
・
全

体
集
会
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
め
ら
れ
た
。

　

一
日
目
の
全
体
集
会
は
、
冒
頭
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、

地
元
歓
迎
あ
い
さ
つ
、
地
元
自
治
体
の
長
ら
の
あ
い
さ
つ

か
ら
、
自
治
研
賞
の
表
彰
・
講
評
へ
と
続
き
、
主
催
者
「
基

調
提
起
」
を
経
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
入
る
と
い
う
構
成

で
あ
っ
た
。

　

主
催
者
「
基
調
提
起
」
に
よ
る
と
、
今
次
集
会
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
以
下
の
三
項
目
。
一
つ
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
地
域
の
多
様
な
主
体
の
つ

な
が
り
や
支
え
合
い
を
ど
の
よ
う
に
再
構
築
し
て
い
く
か

議
論
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要

性
を
踏
ま
え
、
本
集
会
を
地
域
で
の
自
治
研
活
動
の
再
ス

タ
ー
ト
と
す
る
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
、
脱
・
原
発
社
会
、

自
治
体
中
心
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
に
つ

い
て
議
論
す
る
こ
と
で
あ
る
。地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
脱
・

原
発
も
、３
・
11
を
経
て
重
要
度
を
い
っ
そ
う
増
し
た
テ
ー

マ
で
あ
ろ
う
。

　

一
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
を
テ
ー
マ
に
、
記
念
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
集
会
の
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
つ
な

が
り
、
支
え
あ
い
、
地
域
で
創
ろ
う
私
た
ち
の
ま
ち
」
に

も
端
的
に
反
映
さ
れ
る
と
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

重
要
性
を
再
確
認
し
、
い
か
に
そ
の
再
構
築
を
図
っ
て
い

く
か
が
、
今
次
集
会
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
う
か

が
え
た
。

　

◇　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
実
践
か
ら

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ナ
ー
山
崎
亮
さ
ん
に
よ
る
記
念

講
演
の
演
題
は
「
ま
ち
の
幸
福
論
」。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
公
共
施
設
な
ど
の

ハ
ー
ド
整
備
を
前
提
と
せ
ず
、
各
地
域
に
相
応
し
い
形
の

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
自
分
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
方
が
最

も
相
応
し
い
か
は
、あ
く
ま
で
も
住
民
自
身
が
自
ら
発
見
、

構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
は
、

そ
う
し
た
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
住

民
た
ち
の
お
手
伝

い
を
す
る
仕
事
と

い
う
。

　

世
界
的
に
も
早

い
ペ
ー
ス
で
少
子
・
高
齢
化
の
す
す
む
日
本
は
、
国
全
体

と
し
て
、こ
れ
か
ら
本
格
的
な
人
口
減
少
の
局
面
に
入
る
。

そ
う
し
た
前
提
に
立
て
ば
、
今
や
「
先
進
地
域
」
と
は
、

東
京
な
ど
大
都
市
圏
で
は
な
く
、
数
十
年
も
前
か
ら
人
口

減
少
に
直
面
し
、
そ
の
中
で
地
域
の
課
題
解
決
に
長
年
あ

た
っ
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
特
に
中
山
間
や
離
島
な
ど
に

存
す
る
過
疎
地
域
の
取
り
組
み
に
多
く
の
示
唆
を
受
け
る

可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
各
地
域
が
上
手
に
人

口
減
少
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
が
一
つ
の
鍵
に
な
る
と
し
、
そ
こ
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
仕
事
の
存
在
意
義
が
あ
る
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
山
崎
さ
ん
が
過
去
に
携
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
か
ら
、
実
践
例
が
一
件
紹
介
さ
れ
た
。
島
根
県
の
隠

岐
諸
島
に
存
す
る
海
士
町
で
二
〇
〇
七
～
〇
八
年
に
進
め

ら
れ
た
住
民
参
加
の
総
合
計
画
づ
く
り
で
あ
る
。
海
士
町

は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
三
グ
ル
ー

プ
の
人
々
が
混
然
と
暮
ら
す
人
口
約
二
三
〇
〇
人
の
小
さ

な
島
の
町
。
グ
ル
ー
プ
間
の
融
和
も
課
題
の
こ
の
町
で
、

住
民
参
加
の
総
合
計
画
づ
く
り
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

た
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
軽
快
な
語
り
口
で
紹
介
さ
れ

た
。

  

そ
の
成
果
で
あ
る
第
四
次
海
士
町
総
合
振
興
計
画
『
島

の
幸
福
論

－

海
士
な
ら
で
は
の
笑
顔
の
追
求
』（
二
〇
〇
九 記念講演を行う山崎亮さん

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
17
年
、神
戸
で
自
治
研
全
国
集
会
開
催

TOPIC
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～
一
八
年
）
は
、
本
編
と
別
冊
か
ら
成
り
、
そ
の
特
徴
は

別
冊
に
体
現
さ
れ
て
い
る
。
別
冊
の
目
次
を
見
る
と
、
掲

げ
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
内
容
は
、「
一
人

で
で
き
る
こ
と
」、「
一
〇
人
で
で
き
る
こ
と
」、「
一
〇
〇

人
で
で
き
る
こ
と
」、「
一
〇
〇
〇
人
で
で
き
る
こ
と
」
と

い
う
柱
立
て
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
つ
ま
り
、
一
人
で
も
す
ぐ
で
き
る
こ
と
、
身
近
な
仲
間

と
協
力
す
れ
ば
で
き
る
こ
と
、
行
政
と
協
力
し
な
け
れ
ば

で
き
な
い
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。別
冊
は「
住
民
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」と
い
う
。

  

こ
う
し
た
取
り
組
み
で
大
切
な
こ
と
は
、
山
崎
さ
ん
い

わ
く
、
一
つ
は
、
参
加
に
積
極
的
な
人
間
ば
か
り
で
は

な
く
、「
行
政
の
や
る
こ
と
に
興
味
は
な
い
」
と
言
う
大

多
数
の
住
民
の
声
を
ど
れ
だ
け
拾
い
上
げ
ら
れ
る
か
で
あ

り
、
そ
の
声
を
無
視
す
る
こ
と
は
計
画
の
実
効
性
に
関
わ

る
。
ま
た
、
集
落
ご
と
の
き
め
細
か
な
ケ
ア
も
必
要
で
、

現
状
と
数
十
年
後
の
将
来
を
展
望
し
つ
つ
、
集
落
を
活
性

化
し
て
い
く
か
閉
じ
る
か
の
選
択
を
住
民
自
身
が
決
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
も
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
提

起
も
自
治
体
職
員
に
と
っ
て
は
、
地
域
や
住
民
と
の
関
係

の
深
度
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
自
治

研
活
動
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

  

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
み
ん
な
が
主
役
の

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
は
、
震
災
復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
役
割
、
行
政
と
住
民
の
協
働
の
あ
り
方
、
自
治
会

の
改
革
な
ど
の
論
点
を
切
り
口
に
議
論
を
行
っ
た
。一
方
、

会
場
参
加
者
に
は
Ｙ
Ｅ
Ｓ
／
Ｎ
Ｏ
ボ
ー
ド
が
配
布
さ
れ
、

壇
上
か
ら
の
問
い
か
け
に
答
え
る
か
た
ち
で
議
論
に
参
加

し
た
。

　

◇　

集
会
の
成
果
を
自
ら
の
地
域
で
生
か
す

　

集
会
二
日
目
は
、
一
三
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
基
調
提
起
や
レ
ポ
ー
ト
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
分
科

会
の
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

最
終
日
の
三
日
目
は
、
今
回
の
も
う
一
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る
「
脱
・
原
発
」
を
テ
ー
マ
に
再
び
全
体
集
会
が

開
催
さ
れ
た
。
グ
リ
ー
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
脱
原
発
を
目

指
す
市
民
団
体
）
代
表
の
ア
イ
リ
ー
ン
・
美
緒
子
・
ス
ミ

ス
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
元
鳥
取
県
知
事
の
片

山
義
博
さ
ん
、
元
国
立
市
長
の
上
原
公
子
さ
ん
、
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
の
飯
田
哲
也
さ
ん
が
、
３
・
11
を

経
た
日
本
が
今
後
目
指
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り

方
や
脱
・
原
発
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
発

言
し
た
。
あ
わ

せ
て
、
可
能
な

限
り
会
場
参
加

者
か
ら
意
見
・

質
問
が
受
け
付

け
ら
れ
、
若
者

の
政
治
参
加
の

活
性
化
か
ら
、

震
災
が
れ
き
の

処
理
、
被
災
者

差
別
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
に
至
る
ま

で
、
幅
広
く
登

壇
者
と
の
間
で

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
会
場
参
加
者
が
各
自
成

果
を
持
ち
帰
る
こ
と
を
趣
旨
に
、
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ

い
て
会
場
参
加
者
が
隣
席
同
士
で
話
し
合
う
「
シ
ェ
ア
タ

イ
ム
」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
全
体
集
会
の
特
徴

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

  

今
次
集
会
に
参
加
し
て
の
感
想
と
し
て
、
全
体
を
通
じ
、

声
に
な
ら
な
い
声
を
ど
う
キ
ャ
ッ
チ
す
る
か
、
集
会
の
成

果
を
い
か
に
地
域
で
生
か
せ
る
よ
う
に
す
る
か
、
と
い
う

問
題
意
識
が
断
続
的
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
ふ
り
返
る
。

今
次
集
会
の
成
果
の
波
及
、
地
域
で
の
実
践
の
深
化
が
期

待
さ
れ
る
。

※　

一
日
目
の
記
念
講
演
お
よ
び
三
日
目
の
全
体
集
会
に
つ
い

て
は
、『
月
刊
自
治
研
』
に
記
録
の
掲
載
が
予
定
さ
れ
て
い

る
（
二
〇
一
三
年
一
月
号
以
降
、
順
次
）。

＜

編
集
部
・
正
木
浩
司＞

「脱・原発」をテーマとする３日目全体集会の様子

◎　集会２日目・分科会一覧

No. テーマ

1 「新しい公共」と自治体職員の働き方

2 地方財政を考える

3 自然災害に強いまちづくり ～災害から見えた自治体の役割～

4 自治体がリードする公正な雇用と労働

5 医療と介護の連携による地域づくり

6 地域での子育ち支援

7 貧困社会における自治体の役割とは

8 都市（まち）と地方の再生とまちづくり

9 農（林漁業）から考える地域づくり

10 「地域力」「現場力」アップにむけた学び合い

11 地域から考える「人権」「平和」

12 被災地における女性への支援と保護 ～伝えられなかった真実～

13 地域で再生可能な自然エネルギーを考える


